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播 磨 町 の 「 ハ リ マ 」 を 図 案 化 し た

も の で あ り 、 下 側 の 開 い た 部 分

は 港 を 表 現 し て お り 、 播 磨 町 が

港 を 中 心 に 末  長 く 栄 え る よ う に

と の 願 い が 込 め ら れ て い ま す 。

町 章

町 を 象 徴 す る 「 菊 」 は 、 優 雅 で 気

品 に 富 み 品  種 も 多 く 、 広 く 親 し ま

れ て い る 大 衆 花 で す 。 未 来 に 向

か っ て 住 民 と と も に 躍 進 す る に

ふ さ わ し い も の と い え ま す 。

町 の 花 「 菊 」

町 を 象 徴 す る 「 松 」 は 、 か つ て 白 砂

青 松 の 海 岸 美 を 誇 っ た 木 で す 。 松

の  濃  い  緑  を  保 ち 大  地  に し っ か り と

根 を 張 り 天 に 向 か っ て 立 つ 姿 は 、

本 町 の 発 展 を 表 し て い ま す 。

町 の 木 「 松 」

地 目 別 面 積

資 料 ： 固 定 資 産 概 要 調 書 （ 令 和 3 年 度 ）

（ 鉄 軌 道 用 地
含 む ）

田 畑宅 地 そ の 他

池  沼 ・ 原  野

住 み 続 け た い 住 民

町 内 総 生 産

％
資 料 ： 住 民 満 足 度 調 査 （ 令 和 3 年 度 ）

資 料 ： 企 画 グ ル ー プ … 兵 庫 県 市 町 別 主 要 統 計 指 標 （ 平 成 2 9 年 度 ）

年 少 人 口 率

農 業 3 1 、 水 産 業 8 4

建 設 業 5, 7 6 7

製 造 業
8 0, 8 3 2

卸 売 ・ 小 売 業 4, 3 0 3

金 融 ・ 保 険 業
1, 4 4 9

不 動 産 業
2 0, 2 3 0

運 輸 ・ 通 信 業
6, 2 3 0

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業
1, 3 8 8

サ ー ビ ス 業
1 4, 2 2 9

公 務 2, 4 0 7

県 内

  位

％
資 料 ： 国 勢 調 査 （ 令 和 2 年 ）

計

百 万 円

％ ％

雑 種 地
％

％

％

人 口 ・ 世 帯 数 の 推 移

資 料 ： 企 画 グ ル ー プ … 総 務 省 「 国 勢 調 査 報 告 」

（ 人 ）

S 3 5 年 S 4 0 年 S 4 5 年 S 5 0 年 S 5 5 年 S 6 0 年 H 2 年 H 7 年 H 1 2 年 H 1 7 年 H 2 2 年 H 2 7 年 R 2 年

（ 世 帯 ）

0

5, 0 0 0

1 0, 0 0 0

1 5, 0 0 0

2 0, 0 0 0

2 5, 0 0 0

3 0, 0 0 0

3 5, 0 0 0

0

3, 0 0 0

6, 0 0 0

9, 0 0 0

1 2, 0 0 0

1 5, 0 0 0

1, 8 8 1
2, 4 7 8

世 帯 数
3, 2 8 4

7, 4 0 7
8, 4 0 9

9, 2 0 0

1 0, 8 0 5
1 1, 3 8 6

1 2, 0 5 8
1 2, 5 8 1

1 3, 2 5 8

5, 3 3 8

1 3, 7 9 2

4, 4 9 5

5, 2 5 64, 3 1 9

5, 3 6 0

6, 4 8 5

6, 6 3 1

1 0, 1 3 3
1 3, 1 9 8

1 4, 6 8 4 1 5, 2 0 2 1 6, 4 7 6 1 6, 5 1 4 1 6, 3 8 7 1 6, 2 4 1 1 6, 4 0 9 1 6, 3 3 2

3 3, 6 0 43 3, 7 3 9
3 3, 1 8 33 3, 5 4 53 3, 7 6 63 3, 5 8 3

3 0, 8 1 3
2 9, 7 5 7

2 6, 5 2 7

2 0, 0 1 1

1 3, 1 1 6

1 0, 6 1 6

8, 8 1 4

9, 8 7 8

1 3, 3 2 9

1 5, 0 7 3 1 5, 6 1 1

1 7, 1 0 7 1 7, 2 5 2 1 7, 1 5 8 1 6, 9 4 2 1 7, 3 3 0 1 7, 2 7 2

女 性

男 性

播 磨 町 は 、  世 界 の 恒 久 平 和 を 願 う た め「

8 2年  ・  平 和 の た め の ヒ ロ シ マ 行 動 」  で 採

択 さ れ た  「 ヒ ロ シ マ  ・  ア ピ ー ル 」  に 賛 同 し 、人 類 の 繁 栄 と 幸 福 の 実 現 を 求 め る も の であ る 。い ま 、  世 界 に 核 戦 争 の 危 機 を 感 じ 、  こ れを 憂 う 人 が 広 が り つ  つ あ る 。我 が 国 は 、  人 類 史 上 、  か つ て 見 た こ と の ない 原 子 爆 弾 の 惨 禍 を 身 を も っ  て 体 験 し 、国 民 の 悲 願 と し て 、  核 兵 器 の 廃 絶 を 訴 えて  い る 。我 々 は 、  人 類 が 再 び 同 じ あ や ま ち を 繰 り返 さ ぬ よ う 核 戦 争 の 防 止 を 求 め 、  こ の 波紋 が 大 き な 輪 と な っ  て 世 界 の 人 々 の 心 の中 に 浸 透 し 、  限 り な い 運 動 と し て 発 展 して ゆ く こ と を 心 か ら 念 じ る 。美 し い 自 然 を 絶 や さ な い た め に 、  播 磨 町を  「 核 兵 器 廃 絶 の ま ち 」  と す る こ と を 宣言 し 、  人 類 永 遠 の 平 和 の た め 、  ま い 進 す るこ と を 期 す る も の で あ り ま す 。 核 兵 器 廃 絶 の ま ち 宣 言（ 昭

和

5 7年

4月

2 8日 宣 言 ）

わ  た し た ち は

1 花  と 緑  を  育  て  、 う る  お  い  の  あ る ま ち  を  つ く り ま す  。

1 た が い に 尊 敬 し あ い 、 ふ れ あ い の 輪 を 広 げ ま す 。

1 働 く 喜 び を 味 わ い 、 明 る い 家 庭 を き ず き ま す 。

1 ス ポ ー ツ に 親 し み 、 健 康 な か ら だ に き た え ま す 。

1 学 び を 深 め 、 豊 か な 文 化 を 育 て ま す 。

歴 史 を 物 語 る 古 代 の 村 、 自 然 の 恵 み と 先 人 の

努  力  に よ り 栄 え て き た わ  が ま ち 播  磨 、 こ の ま

ち を 平 和 で さ ら に 生 き が い の あ る ふ る さ と に

育 て る た め 、 こ の 憲 章 を 定 め ま す 。

住 民 憲 章 （ 昭 和 5 7 年 ３ 月 2 7 日 制 定 ）『  共  に  生  き よ う
ふ れ あ い の ま ち 』 宣 言

（ 平 成 元 年 4  月 2 8  日 宣 言 ）

わ  た し た ち は

1 人 権 意 識 を 高 め 、 あ ら ゆ る 差 別 を な く し ま す 。

1 学 習 を す す め 、 正 し い 生 き 方 を 身 に つ け ま す 。

1 ふ れ あ い を 深 め 、 あ た た か い 人 間 関 係 を 築 き ま す 。

ゆ か し い 歴 史 と 恵 ま れ た 自 然 の 中 に 生 き る わ た し た ち は 、

心 豊 か に 幸 せ な 生 活 を 送 り た い と 願 っ て い ま す 。 そ の た め

に 、 一 人 ひ と り が お 互 い の い の ち と 人 権 を 大 切 に し 、 共 に

学 び 、 仲 間 と し て ふ れ あ い 、 共 感 の 輪 を 広 げ て い き ま す 。

こ こ に 、 わ た し た ち は 人 間 尊 重 の 原 点 に 立 ち 、『 共 に 生 き

よ う 　 ふ れ あ い の ま ち 』 を 宣 言 し ま す 。

み  ん  な  の  暮  ら  し  に  ぬ  く も り  が  か  よ  い  あ  う  明  る  い  ま  ち  づ  く り

を め ざ し 、 誇 り を も っ て 2 1  世 紀 の 扉 を ひ ら く よ う 努 め ま す 。
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